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サプリメント摂取で不足しがちな「ビタミンＤ」の欠乏回避！ 
 

株式会社ファンケルは、2014年からビタミンＤの機能性研究を進めています。2018年には、ビタミンＤの代

謝物である 25-ヒドロキシビタミンＤ（以下 25（ＯＨ）Ｄ）（1）を摂取すると血中 25(ＯＨ)Ｄの有意な上昇と、風邪

（上気道感染症）の症状を軽減する可能性を確認しております（2）。さらに、本研究データがメタアナリシス（3）に

採用され、学術雑誌「Ｔｈｅ Ｌａｎｃｅｔ Ｄｉａｂｅｔｅｓ ＆ Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ」において、ビタミンＤを摂取することで

急性気道感染症の発症を予防することが報告されました（4）。 

このように昨今ビタミンＤが注目されていますが、2020年 6月にコロナ禍による外出自粛の影響を調べるた

め、当社従業員のビタミンＤ充足度を調査したところ、62.1％がビタミンＤ欠乏であることが確認されました（5）。

ビタミンⅮは脂溶性ビタミンで、食事からの摂取に加えて日光に当たることで皮膚で産生されます。冬期に

なるにつれ日照時間が短くなり、食品（食事やサプリメントなど）で補わなければ、体内のビタミンＤがさらに

低下することが想定されます。こうした科学的な事実を踏まえ、2020年10月に従業員の健康を守ることを目

的に「ビタミンⅮ」を無料配布いたしました（6)。その後、改めて 2021年 1月に従業員のビタミンＤ充足度を再

度調査した結果、ビタミンＤ欠乏者が大幅に減少しました。本リリースは再度調査した内容について詳細を

報告します。 

 

＜調査方法・結果＞ 

本調査は、2020年6月末から7月上旬（以後、2020年夏）にビタミンＤの充足度を調査した20歳以上65歳

未満の健康な当社従業員108人（女性77人、男性31人）を対象に行いました。2021年1月（以後、2021年冬）

に改めてビタミンＤの充足度を確認し、2020年夏と比較しました。さらに、2020年10月から12週間における食

品からのビタミンＤ摂取状況を調査しました。 

その結果、平均血中25(ＯＨ)Ｄ濃度は、女性で16.3ｎｇ／ｍＬから28.8ｎｇ／ｍＬとビタミンＤの欠乏（7）が回避

でき、男性では21.3ｎｇ／ｍＬから32.2ｎｇ／ｍＬとビタミンＤ充足（7）に達しました（図1）。2020年夏の調査では、

女性の97.6％、男性の84.4％がビタミンＤ不

足または欠乏状態でしたが、2021年冬の調

査では、ビタミンＤ不足または欠乏の割合が、

女性は55.9％、男性は45.2％と減少し、ビタ

ミンＤの充足状態が改善された結果となりま

した（図2）。また、「ビタミンＤを含むサプリメ

ント摂取頻度」が高いほど、ビタミンＤの充足

度は高まることが示されました（図3）。 
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図 1 2020 年夏と 2021年冬の血中 25(ＯＨ)Ｄ濃度の比較 

女性、男性ともに平均血中 25(ＯＨ)Ｄ濃度が高くなっている 

ことが分かった 

【本件に関するお問合せ】 株式会社ファンケル 経営企画室 広報部 045-226-1230 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後の展開＞ 

今後もビタミンＤの欠乏や不足を解消する方法や商品を提供することで、お客様の生涯を通じた健康の

維持や増進に貢献してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 ビタミンＤを含むサプリメント摂取頻度と血中 25（ＯＨ）Ｄ濃度 

サプリメントの摂取頻度が高いほど血中 25（ＯＨ）Ｄ濃度が 

高くなっている 

【本件に関するお問合せ】 株式会社ファンケル 経営企画室 広報部 045-226-1230 

 

図 2 ビタミンＤの充足状態 

女性、男性ともにビタミンＤの充足状態は 

充足者の割合が高くなっていることが分かった 



本件に関する報道関係者の皆様からのお問合せ先 

株式会社ファンケル 経営企画室 広報部 陣内真紀 

TEL：045-226-1230 FAX：045-226-1202 ／ https://www.fancl.jp/laboratory/ 

【用語説明】 

（1） 25-ヒドロキシビタミンＤ（25（ＯＨ）Ｄ）はビタミンＤの生体内代謝物の一つであり、ビタミンＤの充足状態の指

標として用いられている。 

（2） Ｙ Ｓｈｉｍｉｚｕ， Ｙ． Ｉｔｏ， Ｋ． Ｙｕｉ， Ｋ． Ｅｇａｗａ ＆ ｈ． Ｏｒｉｍｏ， Ｉｎｔａｋｅ ｏｆ ２５－ｈｙｄｒｏｘｙ
ｖｉｔａｍｉｎ Ｄ３ ｒｅｄｕｃｅｓ ｄｕｒａｔｉｏｎ ａｎｄ ｓｅｖｅｒｉｔｙ ｏｆ ｕｐｐｅｒ ｒｅｓｐｉｒａｔｏｒｙ ｔｒａｃｔ ｉｎｆｅｃｔｉｏ
ｎ： Ａ ｒａｎｄｏｍｉｚｅｄ， ｄｏｕｂｌｅ―ｂｌｉｎｄ， ｐｌａｃｅｂｏ―ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ， ｐａｒａｌｌｅｌ ｇｒｏｕｐ ｃｏｍｐａｒｉｓｏ
ｎ ｓｔｕｄｙ． Ｔｈｅ ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ ｎｕｔｒｉｔｉｏｎ， ｈｅａｌｔｈ ＆ ａｇｉｎｇ． ２０１８；２２：４９１–５００. 

※関連情報： https://www.fancl.jp/news/pdf/20180521_25ohdkazenoshoujougakeigen.pdf 

（3） 複数の研究結果を統合して分析する方法。ランダム化比較試験のメタアナリシスは最も質の高い科学的根拠

とされる。 

（4） Ｄ Ａ Ｊｏｌｌｉｆｆｅ ｅｔ ａｌ． Ｖｉｔａｍｉｎ Ｄ ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔａｔｉｏｎ ｔｏ ｐｒｅｖｅｎｔ ａｃｕｔｅ ｒｅｓｐｉｒａｔｏｒｙ ｉ
ｎｆｅｃｔｉｏｎｓ： ｓｙｓｔｅｍａｔｉｃ ｒｅｖｉｅｗ ａｎｄ ｍｅｔａ―ａｎａｌｙｓｉｓ ｏｆ ａｇｇｒｅｇａｔｅ ｄａｔａ ｆｒｏｍ ｒａｎｄｏ
ｍｉｓｅｄ ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ ｔｒｉａｌｓ． Ｔｈｅ Ｌａｎｃｅｔ Ｄｉａｂｅｔｅｓ ＆ Ｅｎｄｏｃｒｉｎｏｌｏｇｙ. Ｏｎｌｉｎｅ Ｆｉｒｓｔ 

（5） 高野ひとみ 他. 「新しい生活様式」の在宅勤務における各種パラメータと血清 25―ｈｙｄｒｏｘｙｖｉｔａｍｉｎ Ｄ 

濃度の関連性―横断研究―」 ビタミン．2021；95（1）：12―19． 

 ※関連情報： https://www.fancl.jp/news/pdf/20201203_bitaminndnozyuusokudo.pdf 

（6） 関連情報： https://www.fancl.jp/news/pdf/20201007_bitamindhaihu.pdf 

（7） 2017 年に発表された「ビタミンＤ不足・欠乏の判定指針」より、血中（ＯＨ）Ｄ濃度 30ｎｇ／ｍＬ以上をビタミン

Ｄ充足、20ｎｇ／ｍＬ以上 30ｎｇ／ｍＬ未満をビタミンＤ不足、20ｎｇ／ｍＬ未満をビタミンＤ欠乏と判定した。 
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